




A Contrastive Study of“Ｖ到”Forms in Chinese and Their Corresponding
Expressions in Japanese(1) 
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ムリー1988：22-23、副島 2007：40-46、須田 2010：121、 
137-138、150-151、175-177 を参照。ちなみに、楊凱栄 





れる。石村 2011：97-120 は、英語の進行形、完了形のよ 
うに文法化されたアスペクトに対し、「語あるいはそれを 
含 む 述 語 の 持 つ 意 味 と 結 び つ い た ア ス ペ ク ト
(Aktionsart ともよばれる)」の意味でアスペクトという 
用語を用いている。 



















12）この点については、杉村 1982：60、石井 1987：59-60、 




13）木村 1981：39 は、「動詞＋結果補語」が表わす「働きか 
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については 1.1 で紹介した讃井 1996：29-31 のほか、安 
















1988：221 を参照。杉村 1982：61 には、“欺”が“頼” 
や“棒”と同じく結果偏重の自動詞である旨の記述がみ 
られる。 
21）(21)’と同様の例としては、石村 1999：147 の「＊ずい 
ぶん買ったが、買えなかった。／＊ずいぶん借りたが、 
借りられなかった。」が挙げられる。 
22）荒川 1981：21-22 には、中国語の“孀”と日本語の「さ 
がす」との間にも結果までを含意するか否かの点で相違 


















動詞)＋欺・トコロ”表現は、荒川 1984：12 の記述にみ 
られるように非意図的な動作を表わす。 
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620-633 匈。(圻墮≪爺薯弗寄僥烏≫1984 定及 5豚)	
先助烈・装弊斐≪嶄忽囂隈縮可≫，斌暦咫慕鋼(1953・1955)。	
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(原稿受理年月日 2013 年 12 月 3 日) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
- 10 -
